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い さ わ

胆沢ダム本体工事マネジメント技術活用方式の試行について 

            東北地方整備局 胆沢ダム工事事務所  工務課 松田宏一  

 

１．はじめに 

   近年、多様化してきているロックフィルダム建設の技術的課題を踏まえ、より効率的な   

ダム建設を推進するために、従来からの施工技術向上に加え施工管理技術の観点から   

積極的なアプローチが必要と考え、胆沢ダム本体関連工事に試行的に導入したマネジメ  

ント技術を活用した新しい発注方式を試行的に導入した。この新しい発注方式は従来の発 

注方式に比べ、コスト縮減、品質の保持、全体施工の最適化といった点に積極的な取り組 

み及び効果が期待され、平成２５年度完成予定の胆沢ダム建設工事の大きな原動力とな  

るものと考えている。本報告は、その概要と特徴について報告するものである。            
２．胆沢ダムの概要 

   胆沢ダムは、北上川水系胆沢川に建設する堤高 132.0m,堤体積約 13,500 千 m3 の   

中央コア型ロックフィルダムで、平成１４年度から本体関連工事（基礎掘削工事等）に着手  

している。胆沢ダムは洪水調節・河川環境保全等のための流 

量の確保・かんがい用水及び水道用水の供給・発電を目的と 

した多目的ダムである。 

 

         図-1 位置図        図-２ 胆沢ダム完成予想図          表-1 胆沢ダム諸元一覧表 

 

３．胆沢ダムにおける試行の概要 

   従来、ダム建設工事においては採取、運搬、盛立の同時かつ連続的作業といった施工  

特性上から一括発注方式を採用しており、発注者と工事請負者の二者形態による施工管  

理システムとしていた。しかし従来システムでは、ダム建設工事の多種多様な課題が現  場

代理人の裁量で進行することとなるため、技術的課題が表面化されにくく、また一企業  体

独占のため現場での技術競争力や技術的緊張がないといった課題が指摘されている。 

   そこで、従来システムに第三者形態であるマネジメント業務実施者（以下「ＣＭｒ」：ｺﾝｽﾄﾗ 

ｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬ）を導入した新しい施工管理システムにすることで、明確な役割分担のもと現 

場の施工管理体制を強化し、一層きめ細やかな施工管理を推進するとともに、全体施工の 

最適化を図り、品質の保持・コスト縮減を図ることとした。 

  また、一括発注していた工事を分離発注することにより、技術的特性の異なる複数の 工
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事が独立し、それぞれの工事の役割と責任が明確になることで現場における技術的緊 張

関係や技術的競争力が高まり、より積極的な取り組みが期待される。 

    なお、分離発注により複数化された各業者間の施工調整は、ＣＭｒに調整させること  

で分離発注の利点を活かしつつ全体施工の一体性（同時かつ連続的作業）を確保できる も

のと判断している。 

                  図-３ 胆沢ダム本体工事における施工管理システム（試行） 

４．胆沢ダムの試行システムにおけるポイント 

 4-1.発注工事の細分化  

    ロックフィルダム建設の本体工事は大きく分けて堤体盛立と原石材料採取に分類され 

るが、胆沢ダムではそれらをさらに細分化し、工事の特徴を踏まえた５件の工事に分離発 

注することとしている。これは、個々の工事の専門的技術特性に応じたきめ細かい入札参 

加資格要件の設定が容易となり、有資格者の増加とそれに伴う市場の競争性向上を期 待

したものである。 

 4-2.マネジメント技術の設計段階からの活用 

    胆沢ダムは現在、基礎掘削工事等を実施しているころであるが、本体工事発注に向け  

た施工計画、構造物設計等の技術照査をＣＭｒに実施させることとしている。これは、より 早

い段階から施工サイドの技術的視点を加えた効果的なコスト縮減対策を取り込むこと がで

きるほか、施工段階においても手戻りや設計変更の減少など効率的な施工の推進を 期待

したものである。 
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 4-3.コスト縮減に対するインセンティブの付与 

    胆沢ダムでは、コスト縮減の実現性と

効果の観点から、公共工事としては初めて

の「成 功報酬型」のインセンティブを導入

することとしている。具体的にはＣＭｒから

のコスト縮減 提案を発注者が採用し、コ

スト縮減が 達成された場合、コスト縮減額

の 10％ のコスト縮減管理費（対価）として

ＣＭｒに支払うものである。 

    これは、より効率的・効果的なマネジメ

ント業務の実施を促すためＣＭｒにインセン

ティブを与えることが有効である と考えら

れるとともに、請負業者側とし ては、ＣＭr

の提案が採用された場合、縮減額の報酬

（VE 提案縮減額 50%）は一切貰えないことから、発注者側も含めた技術的緊張の向上を促す

ことも十分に考えられる。                            図-４ 成功報酬型インセンティブの概要 

 

５．ＣＭｒの指示権限と責任 

   ＣＭｒは「常に発注者（国民）の立場に立ち、質の高い技術サービスを提供する」これまで 

にない新しいタイプの業務を担うため、ＣＭｒにはマネジメント内容ごとに工事請負者に対す 

る実質的な指示権限を付与し、主体的な業務の推進を可能としている。 

   また、責任についてはＣＭｒとの契約が発注者の業務の一部を委託した委任的業務の性 

格が強いことから「善良なる管理者の注意を持って事務を処理する義務」と「債務不履行責 

任（損害賠償責任も含む）」が発生する。ただし、不可抗力等により損害が生じた場合の責 

任 （無過失責任）は発生しない。 

                        図-５ マネジメント試行業務における指示系統図 
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６．試行にあたってのリスクとモニタリング 

  今回、マネジメント技術を活用した新しい施工システムが運用されるが、より効果的なシス 

テムとして確立していく為に、継続的なモニタリングによりシステムの有効性、課題等の確  

認及び評価を行っていく必要がある。現時点での試行システムに係るリスクとモニタリング 

の着目点は以下のとおりと考えている。 

 6-1.意志決定速度のリスク 

   今回の試行システムでは、ＣＭｒというプレーヤーが増えることで、意志決定に必要な     

時間が増加する可能性があるが、日々の施工調整に関しＣＭｒに実質的な指示権限を    

委任しているため、顕著な意志決定速度の遅延は発生しないのではないかと考えてい    

る。また、意志決定速度の向上について、今後、伝達手段や情報の共有化も重要な課    

題となり胆沢ダムでは、ＡＳＰ（インターネットを利用した情報共有）によるＣＡＬＳ／ＥＣの   

導入を実施しているところである。 

 6-2.発注者負担増加のリスク                             

    本システムにより技術的課題が表面化しやすくなり、施工プロセスの透明性の観点か    

らはプラス側に捉えられるが、各工事間での顕著なリスクが生じた場合、最終的な責任  

   は発注者であるため、発注者の負担が従来方式より大きくなる可能性がある。 

6-3.モニタリングの着目点 

                            表-２ モニタリングの基本的な考え方 

７．おわりに 

   マネジメント技術を活用した施工システムは、現在、東北地方整備局管内で森吉山ダム 

と胆沢ダムに試行的に導入し、モニタリングを実施しているが、今後、より効果的なマネジ  

メントシステムとして確立することができれば、ロックフィルダム建設の新しい原動力となる  

ものと考えられる。また、ダム建設工事に限らず他の公共工事においてもマネジメント技術 

を活用し、工程管理、品質管理、コスト縮減の効果が十分に期待されることから、全国的に 

もその動向が注目されているところである。 

   最後に考察として、このシステムは私たち技術者のとりまく環境に変化をもたらし、工事  

請負者、ＣＭｒ、インハウスエンジニアといった複数構成により必然的に各技術者間の技術 

的競争関係、緊張関係が高まり、最終的に公共工事の質的向上も期待される。そのため  

試行の過程では、システムを適正に運用していくうえでも、私たちインハウスエンジニアが  

リードしていくという技術者としての意識改革が重要であると考える。 

試行評価委員会

○効果的なモニタリング推進に係る指導・助言

○分析結果及び 特定調査結果の総合的な評価
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